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1 は じ め に

大豆に対する窒素の増施効果は,通常の増収技術として

も,ま た湿害に遭遇した大豆の生育回復技術としても期待

できる。しかし,1993年のような低温年においても窒素増

施の効果が同様に期待できるか否かは不明であった。そこ

で,本試験では1993年 に転換畑の大豆に対する窒素の増施

効果を検討した。

2試 験 方 法

(D 試験 I 基肥窒素の増施による増収効果

農試本場転換畑 (転換 3年目,細粒灰色低地土)に おい

て,ス ズユタカを用い,大豆化成にLPコ ー ト70を 加用 し

て基肥窒素を増量した場合の効果を調査した。播種は6月

17日及び7月 8日 の 2回で,畦間70c l,株間10m, 1株 2

本立て (286本/席)と した。区の構成は表 1の とおりで

ある。

表 1 試験区の構成 (試験 1)

基肥単用
06LP基

② 試験Ⅱ 窒素追肥による増収効果

試験 Iと 同一圃場で,開花期及び登熟期の窒素追肥の効

果を調査 した。播種期は試験 Iと 同じ,基肥窒素は大豆化

成で02聴/aと した。栽誼密度及び区の構成は表 2の通

りである。

なお,供試 した大豆の生育はやや不良で葉色がやや淡かっ

たが,湿害の程度は極微であった。

注 1)開花期 6月 17日播き :8月 19日 ,7月 8日 播き :

8月 27日

2)追肥肥料は尿素

3 試験結果及び考察

(D 試験 I 基肥窒素の増施による増収効果

各区の時期別地上部乾物重を表 3に示す。LP基月巴加用

区 (以下 LP区という)の乾物重は両播種期ともほぼ生育

全期間を通 して標準区より優った。

次に,成熟期における生育及び収量を表 4に示す。 6月

17日播きでは,LP区の主茎長が長くなった。また同区の

子実重は,ピ葵数と百粒重が高まったため標準区より優っ

た。 7月 8日 播きでは,LP区の主茎長は標準区とほぼ同

じであったが,分枝数は標準区より優った。また同区の子

実重は,ピ英数が増加 し,標準区より優った。

表 3 基肥増施による地上部乾物重の増加

基肥単用(標準)に対する百分率。

基肥単用の()は実数,単位 :g/壼

区

注 1)
2)

成熟期 倒伏指数

(月 日) (0-5)
主茎長
(m)

分枝数

(本 )榊③ 個体  ポ  (粒) (8)(kg/a)(%)
稔実葵数 一葵内撤  百X_i重 子実重

播種期

6/17
10/23 28
10ノ

/24   25

10/31   10
10/30 13

38    270    721
38    259    741

25    171    489
3 1    187    535

1 89   25 3   20 9   11Xl
1 79   261   249    119

203   246   186    100
200   246   222    120

表2 試験区の構成 (試験Ⅱ)

a

名
大 豆

表4 基肥窒素増施による生育及び収量への影響

基肥単用 (標準)

LP基 肥 加 用

基肥単用 (標準)

LP基 肥 加 用
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図 1 追肥の薬数 に対する効果
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図 2 追肥の百粒重に対する効果

これらの結果から,低温年においても,大豆にLPコ ー

ト肥料を基肥に加用することにより,生育量が増加 し,ま

た葵数や百粒重が高まって増収することが確認された。た

だし,播種期が遅 くなると百粒重の増大は認められない。

また窒素の最適な増施量については不明である。

2)試験Ⅱ 窒素追肥による増収効果

各区のnl薬数,百粒重及び子実重を図 1～ 3に示す。 ま

ず,追肥の時期別の効果を比較すると,開花期追肥では
,

両播種期とも髯葵数が増え,増収 した。登熟期追肥では
,

7月 8日播き (開花期後18日追肥)の場合,百粒重の増加

により増収したが,6月 17日播き (開花期後26日 追Dは
増収の傾向はあるものの顕著ではなかった。

追肥による増収効果は,3追肥時期に共通の追肥窒素量

0 6kg/aで 比べると,開花期≧開花期後18日 >開花期後

26日 の順に高かった。次に,追肥量の効果をみると,増収

程度は窒素量で09≧06>0 3kg/aの 順であった。

これらの結果から,低温年における開花期窒素追肥の増

収効果が認められた。最適追肥窒素量は,こ れまでの報告

や本試験における登熟期追肥の結果の推察から,実用的に

は0 6kg/a程度と考えられる。

4 ま と め

以上のことから,1993年のような低温年においても,窒
素増施が大豆の増収に有効であることが認められた。適正

な窒素増施量は,基肥窒素増施の場合は不明だが,開花期

窒素追肥では0 6kg/a程度である。

これらの窒素増施について収益性をみると,増施窒素を

a当 り0 6kgと した場合,投入 した資材費を回収できる a

当り子実重は,尿素で0 3kg,LPコ ー ト70で 1 2kgで ある

ため,窒素増施に要 した資材費を回収してなお余りあるこ

とが認められる。

福島県では,不順天候年における大豆の被害が主として

湿害であるため,窒素施肥増量による増収効果が期待でき

る。 しかし,障害型冷害が発生 した場合にはこのような効

果は期待できないものと考えられるため,窒素増施を実施

するうえで留意すべきである。
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図 3 追肥の子実重に対する効果
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